
選令和６年第１回定例

会は２月20日（火）開会。

３月22日(金）市長提出33

議案と議員・委員会提出

６議案すべてを議了（可

決)し閉会しました。

今議会は市長提出の令

和６年度一般会計予算と５特別会計・

公営企業会計（下水道）予算の外条例

制定・改正、教育委員の任命。令和５

年度の補正予算。議員提出の請願２件

が審議されました。請願は「学童保育

室の指定管理に関する請願」と「スク

ラップヤードの騒音等の請願」は採択

されました。

主な議案の審議詳細は以下に述べま

す。

一般会計予算過去最大の積極予算

表１は、令和６年度北本市一般会計

及び特別会計（公会計）予算の総括表

です。歳入・歳出合計は407億9,088万2,

000円です。一般会計は242億1,000万と

市制施行後最高の予算規模となりまし

た。民生費（医療福祉・子育て等）108

億9,432万と予算全体の45％と、少子高

齢社会を反映しています。また特別会

計の久保区画整理事業は、事業の遅れ

と都市計画道路等の課題を含め都市計

画道路の整備を重点に前年度比3億7千

万円と増額しました。

一般会計の歳入で

は、市税は前年度比

減収で、人口減少と

高齢化で今後も減収

の見込みです。国か

らの地方交付税や地

方消費税交付金等の交付金と国庫支出

金、県支出金は増額しています。また、

ふるさと納税（寄付金）を経常収入に

していますが、確定財源とは言えない

分不安なが残ります。

少子高齢を乗り切れるか…展望は

歳出で、民生費の次に多いのが総務

費36億8,500万円で、職員の人件費や庁

舎等の施設の維持管理費（電気等光熱

費の値上げ）の増額で前年比2憶8千万

円の増です。次に教育費26億3,950万円

でした。

特別会計では、後期高齢者医療（12

億6,470万円）、国民健康保険（64億3,

520万円）、介護保険（60億1,400万円）

と、高齢化社会を反映しています。久

保区画整理事業は、事業進捗が遅れて

いますが、新年度は都市計画道路を重

点施行で事業費を増額しています。

市の予算は、ここ4年間はコロナ禍と

いう事情で、これまでにない大型の決

算になっています。令和6年度の予算編

成方針で「ポストコロナ時代」に対応

するとしていますが、実態としては北

本市の実態である「少子高齢・人口減

少に的確に対応」することではないか

と、質疑で指摘しました。

歳出圧力強まる財政の展望は…？

三宮市長２期目の予算ですが、コロ

ナ禍の３年間、国からの交付金で事業

が拡大しましたが、令和６年以降は限

りある自主財源で少子高齢化に対応し

なければならず、市政の総合力が試さ

れるでしょう。財政計画でも、市税の

減収は明らかで、臨時的要素の強い

「ふるさと納税」を経常財源と見込む

ことは避けなければなりません。

特に今後「ごみ処理新施設建設」や

「久保区画整理と縄文遺跡の保存」、

「公共施設の再編成とメンテナンス工

事」そして子育てと高齢者福祉への対

応など、財政負荷の重い課題がありま

す。住民の理解と協力を得るためにも、

私たち議員は、政治の信頼の構築等重

い責任を自覚しなければなりません。

経済産業政策へ投資無く懸念表明

令和6年度の個別の事業については、

市のホームページで紹介されると思い

ます。私は、予算への賛成討論で次の

ように述べました。「予算編成方針の

ポストコロナ時代については明確に理

解できていません。市税が減収するこ

とが予測される中で、ふるさと納税の

ような臨時的収入を当てにするのでな

く、財政基盤を作る経済産業振興への

投資的事業がないことに危機感を持っ

ている。市民一人ひとりの幸せが実感

できることを念じます」と。今日の明

日では成長はしない。果敢に挑戦を！

会派市民の力機関紙新刊第３号 工藤日出夫議会レポート 通巻第171号 (2024/03）

発行/北本市議会会派市民の力（代表／工藤日出夫）

住所/北本市本町1-111議会事務局気付 電話/090-4610-0226

E-mall：h-kudo@mtd.biglobe.ne.jp https//www.kudohideo.jp/

北本市議会 会派市民の力 代表

令和６年第１回定例会（３月議会）全提出議案議了し閉会

（表１）



政
治
家
の
信
頼
は
国
家
存
亡
に

今
、
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与
党
の
支
持
率
低
迷
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政
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迷
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が
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懸
念
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地
方
議
会
は
民
主
主
義
の
学
校

私
は
北
本
市
議
会
議
員
と
し
て
、

皆
様
か
ら
選
挙
で
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代
議
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委
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仕
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、
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と
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。
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。
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負
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い
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の
決
め
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私
た
ち
議
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住
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か
ら
選
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代
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員
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で
す
。
地
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で
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会
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の
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思
決
定
機
関
」
と
定
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ら
れ
て
い
ま
す
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皆
さ
ん
が
選
挙

で
投
票
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し
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本
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代
っ
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険
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重
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。

議
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を
し
っ
か
り
見
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地
方
自
治
体
議
会
は
皆
さ
ん
の

生
活
の
場
に
も
っ
と
近
い
所
の
政

治
で
す
。
選
挙
が
終
わ
っ
て
か
ら

が
、
市
民
皆
さ
ん
の
政
治
に
対
す

る
関
心(

政
治
の
監
視)

が
必
要
な

の
で
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
た
「
税

金
」
は
皆
さ
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た
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使
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
決

め
る
の
が
「
議
会
・
議
員
」
で
す
。

編
集
後
記
・
雑
感

会
派
市
民
の
力
機
関
紙
新
第
３
号
を
お
届

け
し
ま
す
。

市
議
会
議
員
選
挙
後
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
臨
時
会
を
含
め
５
回
の
会
議
が
あ
り

ま
し
た
。
８
人
が
入
れ
替
わ
っ
た
今
議
会
に

は
、
当
初
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は

新
鮮
な
風
を
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じ
て
い
ま
す
。

三
宮
市
長
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二
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目
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
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市
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と
は
違
っ
た
新
し
い
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題
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向
き

合
っ
て
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す
。
私
は
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員
と
し
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こ
れ
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で
の
経
験
を
活
か
し
、
引
退
さ
れ

た
前
議
員
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
活
動
し
て
い

ま
す
。
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＝
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復
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タ
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」
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ろ
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、
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セ
ッ
ト
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、
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の
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し
い
北

本
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向
け
て
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動
（
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）
」
す
る
こ
と
で
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で
し
ょ
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か
。

無
原
則
で
継
続
す
る
の
で
な
く
、
市
民
の
一

人
ひ
と
り
の
「
幸
せ
」
が
実
感
で
き
る
共
生

社
会
の
実
現
で
す
。
踏
ん
張
り
ま
す
（
工
）

●2023/04/22北本市議会議員選挙。

●2023/05/ 北本市議会議員６期

目就任。会派「市民の力」届出。

●05/18 北本市議会臨時議会開

催。建設経済常任委員会所属。

●05/20議会報告会（文化センター）。

選挙後の議会に向けた決意と意

見交換。多くの市民が参加。

●06/01 市民力・工藤日出夫の

議会レポート169号発行。

●06/08～28 令和５年第2回定例

会。一般質問で「地域公共交通

の再編」と「合葬型納骨堂の整

備」、「子どもが幸せに感じる

学校教育環境」について質問。

●07/05 市民力・工藤日出夫の議

会レポート170号発行。

●07/08（文化センター）。09

（北部集会所）で議会報告会。6

月議会の報告と意見交換。

●08/25～09/26 令和５年第３回

定例会。一般質問で「新ごみ処

理施設の整備」、「市経済産業

の現状と展望」、「合葬型納骨

堂の整備」について質問。

●05/10/21 議会報告会。（午前

文化センター・午後北部集会所）

９月議会の報告と意見交換。

●05/11/24～12/15令和５年第４

回定例会。一般質問で「市長の

政治姿勢基本原則」、「市の経

済産業の現状と展望」について

●06/01/13（文化センター）14

（北部集会所）議会報告会（わい

わいサロン）・小グループでカ

フェ方式で会話。政策課題を話

し合う。

●06/02/14 議会報

告会(文化センター）

令和６年度の予算

等について説明。

●06/02/20～03/22令和6年第1回

定例会。新年度予算に総括質疑。

建設経済条員委員会質疑。一般

質問（件名２件）

選 挙 後 の 歩 み

市議会会派市民の力は、市民が抱える生活課題について、市民

の皆さんと一緒に考え、政治の場で解決しうる課題について参加

者との会話と対話により、問題意識を共有する場「わいわいサロ

ン」を定期的に開催しています。

４月19日(金）9：30～文化センター第３会議室

テーマは＝地域医療をかしこい患者目線で考える＝

今年4月から「働き改革」がスタートします。大学病院等の医療機関に勤務する医師

はオーバーワークと言われています。勤務医の働き方で、これ迄とは違った地域医療

の問題が生じます。かしこい患者になることは、地域医療を維持発展させるキーワー

ドです。一緒に考えてみませんか。申し込み不要です。ご参加お待ちしています。

1月開催のわいわいサロン


